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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 82 ha

平成 31 年度　～ 35 年度 平成 31 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年 目標年

（人／年） H30 H35

（人／7h） H30 H35

地域交流センター利用者数 地域交流センターの年間利用者数

　複合施設利用者の増加を計測するための指標として、地域交流
センター利用者数を指標とする。児童館利用者数の過去推計デー
タから平成35年度の推測値が約5,500人であることから、そこに交流
サロン等を利用者の増加を見込み、目標値を平成35年度の利用者
数を10,000（人/年）とする。

9,313（人/年） 10,000（人/年）

楠銀天街歩行者数 楠銀天街の7時間（10時～17時）あたりの歩行者数

　楠銀天街の賑わいを示すため、楠銀天街歩行者数を指標とする。
事業等による歩行者の現況の約1割増加を見込み、目標値を600
（人/7h）とする。 547（人／7h） 600（人／7h）

大目標：地域資源を活かし、文化創造、魅力的な住環境の形成により移住定住を図り、南部地区の魅力を醸成し、次世代へとつなぐまちづくり
　目標１：多世代が交流し、新たな交流や賑わいを創造するまちづくりの推進
　目標２：中心市街地からの流れを考慮し、雇用の創出や活性化を育むまちづくりの推進
　目標３：安全・安心なまちづくりの推進

・南部地区は、別府市市街化区域内の南部にあり、JR別府駅とJR東別府駅との間に位置した地区である。
・地区内には国道10号、2級河川である朝見川があり、東側は別府湾に面している。
・地区は古くは港町として栄え、旧来のまちなみを基盤とした商業地と住宅地の混在する古い既成市街地である。
・南部地区は人口減少と高齢化率が市内で特に高い地区であり、人口は5年間で約9.8%減（平成25年6月末の6,526人，平成30年6月末5,887人）、高齢化率は約42.1%（平成30年度6月末　2,479人）となっている。
・そのため、南部地区には老朽化した空き家、空き地、空き店舗などが多い。
・南部地区内には、地元運営による多数の地区温泉や歴史的建築物、つげ工芸、工場、商店街（市道日の出国分町線）などがあり、歴史、伝統、文化、産業の存在する地域となっている。
・別府八湯では各々の地区が独自のまちづくりを展開しており、南部地区内には、別府八湯の別府温泉、浜脇温泉がある。
・市では、都市計画マスタープランやまちづくりに関する各種計画の策定において、市民意向を反映することを目的とし、平成２２年度に地域別の「まちづくり懇談会（ワークショップ）」を開催し、その意見を参考として「都市計画マスタープラン」の策定を行った。
・このマスタープランで南部地区を含む地域は、「別府の核となる中心市街地の活性化」「観光温泉文化拠点の形成・活性化」「安全で快適な居住環境の形成」を方針としている。
・別府市内全体としては市内に２つの４年制大学があり、学生や留学生が多い。
・都市再生整備計画にあたっては、別府市の南部振興プロジェクトチームによる平成27年度提言書を踏まえて策定した「別府市南部振興基本計画」に基づいて策定した。

・子育て世代の定住移住を促進するための空間作りが必要である。
　→子育て世代間のコミュニティを活性化する施設整備が求められている。
　→人口減少率、少子高齢化の抑制が求められている。
・人が集まりやすく賑わいの拠点となる空間の整備を検討する必要がある。
　→南部地域のコミュニティ拠点が求められている。
→「魅力的な住環境の形成」や「多世代交流」に資するまちづくりの中核を担う拠点が求められている。
・空き家・空き店舗や空き地の活用を促し、中心市街地の活性化や魅力向上の検討及び安全安心なまちづくりが必要である。
　→空き店舗や空き地の利用による新たな担い手人材が求められている。
　→別府市における「ものづくり・ひとづくり」の拠点の形成が求められている。
　→密集市街地の解決や空き家、空き店舗、空き地の活用による安全安心なまちづくりが求められている。

　別府市総合計画後期基本計画「基本目標３　日常生活が便利で、誰もが快適に暮らしている」の内の「重点目標３－１　便利で、快適な都市環境が実現している」に基づいて策定した「別府市南部振興基本計画」において、「共同温泉等の地域資源を活かし
健康づくりと文化創造、魅力的な住環境の形成を通じて南部地区に住む魅力を醸成し、次世代へとつなぐまちづくり」をコンセプトに南部地区の魅力的なライフスタイルの醸成を行い、移住・定住を促進させていく。
　別府市マスタープランにおいて、「中心市街地として新しい活力の中に、歴史情緒と温泉文化が光る、来て・見て・住んでみたくなるまち」を目標に掲げ、別府温泉、浜脇温泉の温泉街の歴史文化やまちなみを活かしながら、中心市街地の活性化を図るととも
に、まちなか及び周辺の住宅地にふさわしい安全な地域づくりを進める。
　公共施設再編計画において、既存施設の移転、複合化の方針が示されている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 大分県 別府市
べっぷし

南部
なんぶ

地区
ちく

計画期間 交付期間 35



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

整備方針１（地域の拠点施設の整備による交流・賑わい向上、移住の促進）
・地元住民の憩いの場、地域の拠点、交流賑わいの場として複合公共施設を設置する。
・複合公共施設に併せ、広場などの整備を行い、地域活性化の役割を担える機能の充実を図る。
・地域の交流、賑わいの拠点の一つである地域交流センター等を複合的に整備することにより、様々な目的の来街者が集い、交流する場を南部地区に
創出する。また、これらの施設とともに整備する広場をイベント開催等にも活用することで、南部地区に新たな賑わい空間、快適で心地よく時間消費でき
る憩いの場を再生する。

■「地域生活基盤施設」基幹／広場整備事業
■「高次都市施設」基幹／地域交流センター整備事業
□「事業活用調査」提案／事業効果分析調査

整備方針２（新たな産業集約拠点を整備し、区域内のネットワークを構築する。）
・市道日の出国分町線の道路整備、また空き店舗の解消や個性ある通りづくりの検討を継続的に進め、中心市街地の賑わいや交流、移住者の新たな雇
用の場を創出させる軸（賑わい軸）の整備を推進する。

■「高質空間形成施設」基幹／市道日の出国分町線整備事業
□「事業活用調査」提案／楠銀天街活用検討業務
□「事業活用調査」提案／事業効果分析調査

○事業成果の評価について
　・事業最終年度において、総合的な事業成果の評価のため、事業活用調査を実施し、目標を定量化する指標の計測を行う。



都市再生整備計画の区域

　南部地区（大分県別府市） 面積 82 ha 区域
楠町、秋葉町、末広町、千代町、浜町、松原町、南町、立田町、浜脇１丁目、
浜脇２丁目、浜脇３丁目

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。
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地域交流センター利用者数 9,313（人／年） （H30年度) → 10,000(人／年） （H35年度）

楠銀天街歩行者数 547(人/7h） （H30年度) → 600(人/7h） （H35年度）

　南部地区（大分県別府市）　整備方針概要図

目標

　大目標：「地域資源を活かし、文化創造、魅力的な住環境の形成により移住定住を図り、南部地区の魅力を醸成
　　　　　　　　し、次世代へとつなぐまちづくり」
　　目標１：多世代が交流し、健康で活き活きと暮らせるまちづくりの推進
　　目標２：中心市街地からの流れを考慮し、新たな賑わいの創出、活性化を育むまちづくりの推進
　　目標３：安全・安心なまちづくりの推進

代表的
な指標

関連事業：浜脇秋葉線整備

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

N

□提案事業（事業活用調査）
事業効果分析調査
・規模：区域内
・事業主体：別府市
・事業予定期間：H35

■基幹事業（高次都市施設）
地域交流センター
・規模：A=600㎡
・事業主体：別府市
・事業予定期間：H31～H32

■基幹事業（地域生活基盤施設）
広場
・規模：A=600㎡
・事業主体：別府市
・事業予定期間：H32

別府駅

東別府駅 ■基幹事業（高質空間形成施設）
市道日の出国分町線
・規模：L=355m,W=.5.5m

・事業主体：別府市
・事業予定期間：H31～H35

□提案事業（事業活用調査）
楠銀天街活用検討業務
・規模：A=600㎡
・事業主体：別府市
・事業予定期間：H31


